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平成 23 年度 長野県技術・家庭科中信地区研究大会授業 

技 術 ・ 家 庭 科 学 習 指 導 案 
 

指 導 者  中信教育事務所主任指導主事  北沢 芳洋 先生 

            

     日  時  平成２３年１０月２１日（金）第２校時（９：４０～１０：３０） 

５０分授業 

授業会場  木工室 

授業学級  １年３組（３６名） 

題 材 名  「スプラウトから始めよう」 

～生物育成領域の学習をスプラウト栽培で行う～ 

授 業 者  竹内 秀昌 
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長野県技術長野県技術長野県技術長野県技術・・・・家庭科教育研究会研究家庭科教育研究会研究家庭科教育研究会研究家庭科教育研究会研究テーマテーマテーマテーマ    

 

    

１１１１    テーマテーマテーマテーマ 

    

    

    

２２２２    テーマテーマテーマテーマ設定設定設定設定のののの理由理由理由理由    

  本校技術・家庭科では、生物育成領域において、習得した生物育成技術を生かして意欲的に作物

を栽培していく姿をめざしている。そのために、作物を自分の目的通りに栽培していく力をつけた

いと考えている。 

本校１、２学年は各クラス約 40 名の７クラスなので、同時期に３、４クラスが技術分野の学習

を行うことになるが、生徒数分の作物を栽培できる畑がない。さらに、技術室は教室から最も離れ

ていてその近くにプランターや鉢等を置いても、生徒が長期間毎日管理したり、観察したりするこ

とは困難であると考えられる。また、授業が週に一度しかないので、生徒の学習に対する意識をつ

なげるためには生徒が栽培の目的をもち、その目的に向け育成環境を考えて栽培し、生育結果がで

きるだけ早くわかる作物がよいと考えられる。そこで、本校で生物育成領域の学習を行うためには、

スペースをあまり必要とせず、育成環境の違いが生育結果の差として早く現れる作物を選定する必

要があることがわかってきた。 

また、これまでの技術分野にかかわる実践から、次のような生徒の姿が明らかになってきた。 

２年「情報を発信しよう」の学習で、HTML を使って環境に関する Web ページを作成する際に

生徒は、どのようなページにしたいかという目的はもてたが、複雑な教師の完成例を見ると「作っ

てみたい」と作成への意欲をもつのではなく、「難しくてできそうもない」と意欲を失ってしまった。

しかし、まず HTML の基本を使って短時間でできる作者紹介ページの作成をするようにし、HTML

のタグの組み合わせを考える場を設定したところ、生徒は目的通りのページになるように、タグの

組み合わせを考え、すぐにプレビューを見たり、友の作品を参考にしたりして組み合わせを改善し、

作者紹介ページを作成することができた。さらに、環境に関する Web ページ作りへの見通しももつ

ことができ、習得した HTML の技術を生かして、自分の目的通りの Web ページ作成に取り組むこ

とができた。 

  この姿から、生物育成領域においても生徒が栽培の目的をもち、目的通りに栽培していくために

どのようにすればよいのか考える場面を設定する必要があることが見えてきた。 

そこで、生徒が育成環境の違いが生育結果の差として早く現れるスプラウトの利用方法と目的を

考え、栽培計画を立て、栽培し、利用する学習を構想した。そこでは、１回目に栽培したスプラウ

トや「育成環境方法カード」を友と比較して、自分の目的通りに栽培していくために育成環境をど

のようにするのか考える活動を位置付ける。このことにより、生徒は、自分の目的通りに栽培して

いくための栽培計画を立てることができ、作物を自分の目的通りに栽培していくだろう。そして、

このような学習を重ねていく中で生徒は、栽培技術を習得し、それを生かして自分が栽培したい作

物を栽培しようとする意欲を高め、栽培計画を立て、様々な栽培に取り組んでいくことができるだ

ろうと考え、本テーマを設定した。 

    

スプラウトを育てることで、作物を自分の目的通りに栽培していく力を高める学習 

～ 生物育成領域の学習をスプラウト栽培で行う ～ 

一人一人が自ら拓く技術・家庭科の学習 
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３３３３    仮説仮説仮説仮説    

育成環境をどのようにするのがよいか考えて栽培計画を立てることにより、作物を自分の目的通

りに栽培していくことができるようになる。 

    

４４４４    題材名題材名題材名題材名・・・・学年学年学年学年             

「スプラウトから始めよう」・１年 

    

５５５５    題材題材題材題材のののの目標目標目標目標    

関心・意欲・態度 創意・工夫 技能 知識・理解 

ア栽培する作物に即して、

習得した栽培技術を生

かして作物の栽培に取

り組もうとする。 

 

イ栽培計画にそって、作物

の栽培に進んで取り組

もうとする。 

ア自分の目的通りに栽培

していくために、育成環

境をどのようにするの

か考えて、栽培計画を立

てる。 

イ他の作物の適切な育成

環境を生かして、栽培す

る作物の育成環境をど

のようにするとよいの

か考えることができる。 

ア作物の栽培に適する育

成環境を整えることが

できる。 

 

 

イ作物に即した栽培計画

を立て、それにそって作

物の栽培ができる。 

ア作物の栽培に適する育

成環境について理解す

る。 

 

 

イスプラウト栽培から露

地栽培に生かせる育成

環境がわかる。 

    

６６６６    教材化教材化教材化教材化    

（（（（1111））））    生徒生徒生徒生徒のののの実態実態実態実態とととと題材題材題材題材のののの価値価値価値価値    

 

 

 

 

    

（（（（2222））））    作物作物作物作物をををを自分自分自分自分のののの目的目的目的目的通通通通りにりにりにりに栽培栽培栽培栽培していくしていくしていくしていく力力力力をををを高高高高めめめめるるるる題材題材題材題材のののの構想構想構想構想    

今まで生物育成領域の学習では、教師によって決められた栽培方法で作物を決まった大きさや

形に生長させることに重点を置いてきた。そのような学習の中で、作物をどのように栽培するのか

目的をもてずに意欲的に栽培に取り組むことができない生徒の姿がみられた。これは、教師に与え

られた課題が自分の課題として位置付かなかったためと考える。生徒は、作物を「調理して食べる」

「工夫して飾る」ことへの興味・関心が高い。しかし、作物によっても違う様々な栽培技術が多く

関心 

・ 

意欲 

・ 

態度 

・作物を栽培することに興味・関心はあるが、

とても難しいことであると思っている。 

・作物を食べること、作物を使って住まいを

飾ることに興味・関心がある。 

・畑での栽培は、難しく管理はめんどうだと

思っている。 

創意 

・ 

工夫 

・自らが工夫して、作物の栽培をした経験は

少ない。 

・栽培計画を考えて、それをもとに作物を栽

培したことはない。 

技能 

・小学校で学級全員で作物を栽培した経験は

あるが、自分だけで作物を栽培した経験は

少ない。 

知識 

・ 

理解 

・作物の適切な育成環境を知らなかったり、

適切な育成環境にして作物を育成するよ

さを理解していなかったりする。 

・発芽には、水・酸素・適度な温度が必要で

あることを知っている。 

作物を自分の目的通りに栽培していく力 

【生物育成領域における生徒の実態】 

・失敗することが少なく，作物を栽培する達成感を

感じることができる。 

・露地栽培作物よりも育成環境が限定され，育成環

境の違いによる生長の差が明確にわかる。 

・発芽・生長・収穫のサイクルが５～10 日と，作物

の中で最も短いため，短期間で繰り返し栽培する

ことができる。 

・生で食べることができるだけでなく，多くの調理

法を考えることができ，グリーンインテリアとし

ても利用できるので，目的が多様化する。 

・無農薬で栽培することができるので，食べても健

康を害することがなく，野菜の無農薬栽培の利点

を感じることができる。 

・家庭分野の学習とかかわらせて，調理法やスプラ

ウトに含まれる豊かな栄養素について学ぶことが

できる。 

・習得したことを家庭など生活の中で活用すること

ができる。 

【題材の価値】 

【本題材でつける力】 
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あることを知ると、作物を栽培することはとても難しく自分ではできそうもないと栽培への意欲を

もてなくなってしまう。 

そこで本題材は、簡単な栽培技術ででき、育成環境の違いが生育結果の差として早く現れるス

プラウト（表表表表１１１１）の栽培を扱う。初めに生徒は、家庭分野のＡ（1）イ「栄養素の種類と働きを知り、

中学生の時期の栄養の特徴について知る」で学習したことを生かし、スプラウトに含まれる栄養素

について理解し、スプラウトに興味・関心をもつ。そして第３時に教師は、生徒にＡ（2）イ「簡

単な日常食の調理ができること」やＡ（4）ア「家族が住まう空間としての住居の機能を知ること」 

の学習を想起してスプラウトの利用方法を決めだすように促す。生徒は、「調理して食べるため（利

用方法）に、食べる部分が長くなるように栽培する」「インテリアとして飾るため（利用方法）に、

きれいな緑色になるように栽培する」のような目的をもち、栽培する方法を知りたいと願うだろう。

なお、スプラウトには多くの種類（ＰＰＰＰ４４４４表表表表２２２２）があるが、育成環境が同じであれば生育にほとんど

違いはない。友と比較する際は同じスプラウトを栽培した方が生育の差がわかり、適切な育成環境

を見いだすのに適している。そこでより発芽率が高いかいわれ大根の栽培に取り組む。第４時で生

徒は、栽培したスプラウトを観察し、自分の目的通りに栽培するには、どのような栽培計画を立て

るとよいのだろうかと疑問をもつだろう。そして第５時で栽培したスプラウトを友のスプラウトと

比較し、自分の目的通りに栽培していくために育成環境をどのようにするのか考え、栽培計画を立

てる。第６時で、栽培計画にそって２回目の栽培を始める。その後生徒は第７時で考察し、総合的

な学習の時間において、栽培計画にそって目的通りに栽培したスプラウトを家庭分野Ａ（2）イ、

Ａ（4）アの学習で学んだことを生かして利用する。さらに学習を振り返る第８、９時では、育成

環境をどのようにするとよいのかを観点として、スプラウトと露地栽培作物との関連を見いだすこ

とができるようにする。 

このようにして、生物育成領域の学習の中で生徒が作物を栽培することへの興味・関心を生かす

ことができるように、総合的な学習の時間や家庭分野の学習とかかわらせ、生徒が栽培の目的を明

確にもち、意欲的に作物を栽培していくことができるような題材を構想した。 

    

    

（（（（3333））））    「「「「栽培目的栽培目的栽培目的栽培目的カードカードカードカード」」」」によるによるによるによる目的目的目的目的のののの明確化明確化明確化明確化    

スプラウトは、生食するだけでなく、茹でる、炒めるとい

った簡単な調理方法で他の食品と一緒に食べることができ

る。また、部屋を装飾するグリーンインテリアとしても利用

することができる。そこで教師は、利用方法の例とそれに適

した長さや色（ＰＰＰＰ４４４４表表表表２２２２）などを提示する。また、既習事項

を確認しながら基本的な栽培方法を伝え、「栽培目的カード」

に利用方法と目的を記入するように促す。Ｎ生は、調理法を

調べたり、飾る方法を考えたりして、栽培するスプラウトの利用方法をサラダに入れるに決める。

そして、教師の示したそれぞれの利用方法に適したスプラウトの長さや色などを参考にして、「栽

栽培方法 栄養素 その他 

日光に当たらないところで発芽生

長させ、収穫前に日光に当て葉を緑

色化させる。５～10 日で収穫が可

能。 

豊富なビタミン、ミネ

ラル、抗酸化物質スル

フォラファンなどを含

む。 

生食することが可能で食感がよい。いろいろな種

類があるが、適切な育成環境に大きな違いはない。 

かいわれ大根、ブロッコリースプラウトを中心に

販売されることが増えている。 

図図図図１１１１    「「「「栽培目的栽培目的栽培目的栽培目的カードカードカードカード」」」」    

表表表表１１１１    スプラウトスプラウトスプラウトスプラウトのののの特徴特徴特徴特徴    

サンドイッチに入れて食べる 

利用方法 「サラダに入れる」 

目的 そのために「①葉の色 緑 

②長さ 長く 」 

ように生長させたい。 

スプラウトの種類 「かいわれ大根」 

特徴 味が辛い。ビタミンＢ群や鉄分 

が豊富。 
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培目的カード」に利用方法と目的を記入するだろう（ＰＰＰＰ３３３３図図図図１１１１）。 

このようにすることで生徒は、どのようにスプラウトを生長させるとよいか目的を明確にするこ

とができるだろう。 

 

    

（（（（4444））））    適切適切適切適切なななな方法方法方法方法をををを見見見見いだすためのいだすためのいだすためのいだすための「「「「育成環境方法育成環境方法育成環境方法育成環境方法カカカカードードードード」」」」によるによるによるによる育成環境育成環境育成環境育成環境のののの項目化項目化項目化項目化 

スプラウトは、露地で栽培する作物と比べて生長に影響を与える育成環境が限られており、適し

た育成環境を考えることがそれほど難しくない。スプラウトの育成環境は、水の量・温度・酸素・

水やり頻度・底に敷くもの・日光に当てる時間・肥料がある。 

水の量・温度・酸素については、小学校での既習事項である 

ので教師が生徒と共に確認する。他の育成環境は、第３時の 

１回目の栽培をする場面で、教師が示した栽培に使用する用 

具を参考にして、生徒が考えるようにする。そこでは、育成 

環境一つ一つについて「育成環境方法カード」（図図図図２２２２）を作成 

することを教師が知らせ、特に注目したい育成環境は何かと 

問い、それを考えるようにすることで、水やり頻度・底に敷 

くもの・日光に当てる時間・肥料の四つの項目を決めだせるようにする。そして、育成環境の違い

がわかりやすくなるように項目ごと色分けした「育成環境方法カード」を作成するように促す。生

徒は、「育成環境方法カード」に項目と図、そして方法と理由を記入するだろう。 

このようにすることで、生徒は育成環境を項目化し、栽培後の考察において、それぞれの項目の

どの方法が適切であったかを整理し、把握していくだろう。 

    

（（（（5555））））    栽培栽培栽培栽培方法方法方法方法をををを具体的具体的具体的具体的にににに考考考考えるえるえるえるためのためのためのための用具用具用具用具のののの選定選定選定選定    

教師は、生徒が育成環境をどのようにするのか考えられるよ

うに、使用する用具を示す。示す用具は、生徒が自分の生活の

中でも栽培していくことができそうだと感じられるように、身

近で安価な手に入りやすいものを選定する（表表表表３３３３）。Ｎ生は、

225ml ビニールコップ（25 個 100 円）に、根がしっかりはれ

そうな粒軽石（1.2ｌ 100 円）を敷き、水が多くて種が沈んで

酸素が不足してしまわないように霧吹き（100 円）での水やり

種類 特徴 利用方法の例 目的の例 種類 特徴 利用方法の例 目的の例 

かいわれ 

大根 

辛味 

サラダ 

軽く炒める 

えんどう 
大きい

種 

中華風に炒め

る 

ブロッコリー 
食感が

よい 

サンドイッチ 

ハムに巻き生食 
ごぼう 

風味が

ある 

卵と混ぜ玉子

焼き 

ごま 
ナッツ

風味 

サラダ 

添えもの 
ラディッシュ 

赤い茎

辛味 

ガーリック 
風味が

ある 

サラダ 

添えもの 

レッド 

キャベツ 
赤い茎 

加熱して彩り

として利用し

ない場合や茎

の色を楽しむ

場合は、なるべ

く長くして葉

は緑でなくて

もよい。 

オニオン 
独特の

食感 

サラダ 

みそ汁の具 

生食や彩りとし

て利用する場合

おいしそうなき

れいな緑。長さ

は長くなくてよ

い。 

そば 
赤い茎

長い 

マスタード 辛味 
納豆と混ぜる

薬味にする 

緑でなくてよい 

なるべく長く。 
ひまわり 

大きい

種長い 

グリーンイン

テリア 

サラダ 

 

葉は濃い緑。飾

る容器に合う

ような長さに

する。 

容器 敷くもの 水やり 

･ 225 ｍ ｌ

ビニール

コップ 

･粒軽石 

･キッチン 

ペーパー 

･ジュエル 

ポリマー 

･脱脂綿 

･スポンジ 

･霧吹き 

･ジュエ 

ルポリ 

マー 

・液体 

肥料 

図図図図２２２２    「「「「育成環境方法育成環境方法育成環境方法育成環境方法カードカードカードカード」」」」    

表表表表２２２２    主主主主ななななスプラウトスプラウトスプラウトスプラウトのののの種類種類種類種類とととと利用方法利用方法利用方法利用方法，，，，目的目的目的目的のののの例例例例    

育 成 環 境 方 法 カ ー ド 

項目 「  底にしくもの   」 

    

   方法 

 

        粒軽石。 

 

 
 

理由 根がはれるようにするため。 

表表表表３３３３    使用使用使用使用するするするする用具用具用具用具    
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図図図図４４４４    相関相関相関相関図図図図    

を選択し、液体肥料は直接食べるので使わないようにするだろう。また、利用方法を飾ることに決

めたＨ生は、見た目のきれいなジュエルポリマー（500ml 100 円）を敷くことを選択するだろう。 

このようにして生徒は、自分の目的通りのスプラウトになるように栽培方法を具体的に考えてい

くだろう。 

    

（（（（6666））））    自分自分自分自分のののの目的通目的通目的通目的通りにりにりにりに栽培栽培栽培栽培していくためのしていくためのしていくためのしていくための育成環境育成環境育成環境育成環境をををを考考考考えるえるえるえる情報交換情報交換情報交換情報交換    

本時の導入で教師は、どのような栽

培計画を立てるとよいかについて生徒

に問う。生徒は、１回目の栽培を想起

し、項目化した水やり頻度・底に敷く

もの・日光に当てる時間・肥料の育成

環境が友と違うことに着目し、それが

生長の違い（図図図図３３３３）の原因になってい

ると予想し、「項目ごとの育成環境を比較し、育成環境 

をどのようにするとよいのか考えればよい」と気づくだ

ろう。そこで教師は、育成環境をどのようにするのか考

えるうえで有効な情報交換ができるようにするため、事

前に４人の班を編成しておく。生徒は、自分と班の友の

スプラウトを比較し、その生長に違いがあることから、

育成環境の違いによって生長が変わることを確かめるだ

ろう。 

そして、他の班の友はどのような育成環境にして栽

培したのか知りたいと思うだろう。しかし、数多くス

プラウトがあるので、生徒はどのスプラウトを見に行

けばよいのか把握できないだろう。そこで教師は、黒

板に貼った相関図（図図図図４４４４）に１回目に栽培した自分の

スプラウトを位置付けるとともに、誰の所に行けば自

分の知りたい情報がわかるか考え、自分の目的通りに

栽培した友の所に行き、必要なことをワークシートに

メモするように促す。Ｎ生は、Ｈ生のスプラウトが自

分の目的にあっていると相関図から判断し、Ｈ生の所

に行くだろう。そしてＨ生の机上にあるスプラウトと

「育成環境方法カード」を見て、自分の育成環境と比

較し、自分の目的通りに栽培していくためには、育成

環境の中で日光に当てる時間を４日間にする必要があ

ると気づくだろう（ＰＰＰＰ６６６６表表表表４４４４）。また、丈を長く生長 

させることができなかったＹ生には、毎日水やりをし、粒軽石を底に敷くことがよいと「育成環境

方法カード」を見せてアドバイスするだろう。しかし、育成環境をどのようにするのか自分なりに

考えられても、本当にそれでよいのかを確かめたいと思う生徒もいるだろう。そこで教師は、前時

に配布してある一人一人がどのような育成環境で栽培したのかが記述されてある座席表を見て、ど

 

 

生長したスプラウト               

図図図図３３３３    スプラウトスプラウトスプラウトスプラウトのののの生長生長生長生長のののの違違違違いいいい    

１ 育成環境をどのようにするのか考えよう。 

 項 目 方法 

① 
底にしく 

もの 

粒軽石 

(理由)根がはれ、水を含むから 

② 
日光に当 

てる時間 

4 日間 

(理由)目的の緑色になるから 

③ 水やり 

毎日少しずつ 

(理由)乾かず、多すぎないから 

④ 肥料 

なし 

(理由)体に悪そう 

２ 栽培計画 

月 日 栽培活動    水    日光 

10 月 27 日 種種種種をまくをまくをまくをまく。。。。        水水水水をををを入入入入れるれるれるれる × 

28 日 沈んでないか見る 水やり × 

29 日 〃    水やり  × 

30 日 〃    水やり  × 

31 日 暗い所から出す 水やり  ○ 

11 月１日 日光を当てる  水やり  ○ 

11 月２日 〃    水やり  ○ 

11 月３日 収穫収穫収穫収穫、、、、調理調理調理調理ｏｒｏｒｏｒｏｒ装飾装飾装飾装飾    ○ 

３ 学習を振り返って（課題は達成できたか）  

丈が長い 

 

黄色            濃い緑色 

                 

        丈が短い 

Ｈ生
 

Ｓ生
 

図図図図５５５５    ワークシートワークシートワークシートワークシート
    

あまり生長しなかったスプラウト

 

Ｏ生
 

Ｎ生
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の項目に着目するのかを決めてから、友のスプラウトを見に行って比較し、確かめるように促す。 

 

Ｎ生は、日光に当てる時間に着目して、座席表を見て２日間、３日間、４日間日光に当てた友の

スプラウトを見て葉の緑色の濃さを比べることにより、何日間日光に当てるとよいのかを確かめる

ことができるだろう。そして教師は、ワークシートの欄１（ＰＰＰＰ５５５５図図図図５５５５）に記入するように促す。 

このようにすることで生徒は、自分の目的通りに栽培していくために育成環境をどのようにする

のか考えることができるだろう。 

    

（（（（7777））））    自分自分自分自分のののの目的通目的通目的通目的通りにりにりにりに栽培栽培栽培栽培するするするする見通見通見通見通しをもつしをもつしをもつしをもつ栽培栽培栽培栽培計画計画計画計画のののの立案立案立案立案    

教師は、収穫して利用する日をあらかじめ設定し、ワークシートの欄２（ＰＰＰＰ５５５５図図図図５５５５）に記入して

おく。生徒は、友との情報交換でわかったことと１回目の栽培を振り返り、スプラウトがどのよう

に生長していくかを予想しながら、ワークシートの欄２に栽培計画を記入しようとするだろう。し

かし、栽培方法が１回目の栽培と変わることで自分の栽培計画に自信がもてない生徒や、１回目の

栽培を生かせることに気づけないまま栽培計画を立てようとする生徒もいるだろう。そこで教師は、

班の友と栽培計画について意見交換をし、友のアドバイスを参考にして栽培計画を練り直すように

助言する。生徒は、友のアドバイスを参考にして、水やり頻度や肥料、日光に当てる時間、底に敷

くもの、さらに注意する点などを具体的に記入していくだろう。 

このようにすることで生徒は、栽培計画を立てることができ、スプラウトを自分の目的通りに栽

培する見通しをもつことができるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 Ｎ生 Y 生 Ｈ生 Ｏ生 

利用方法 サラダに入れて食べる。 味噌汁に入れて食べる。 
インテリアとして部屋に

飾る。 

卵と混ぜて玉子焼きに

して食べる。 

目的 

あまり長くし過ぎない

で、葉が濃すぎない緑色

にする。 

なるべく長くする。葉の

色はこだわらない。 

あまり長くなくて（容器

に合わせる）、濃い緑色の

葉にする。 

色を緑にして、あまり長

くならないようにする。 

１回目の 

結果 

粒軽石を底に敷いた。長

くなったが、濃い緑にな

らなかった。 

脱脂綿を底に敷いた。水

やりが１日おきでは、あ

まり生長しなかった。 

４日間日光に当てた。緑

色になったが、ちょっと

短くなってしまった。 

キッチンペーパーを底

に敷いた。細くて弱々し

くなった。 

友に与え

る情報 

日光に当てる時間が少

ないと長くなる。 

水やりは、１日おきでは

水が不足してしまう。 

早く日光に当てると緑色

になるが長くならない。 

キッチンペーパーは、根

がしっかりはれない。 

情報の 

流れ 

 

 

   

友から 

得る情報 

Ｈ生は、日光に当てる時

間を長くした。 

Ｎ生、Ｏ生は毎日水やり

をした。 

Ｎ生は、日光に当てる時

間が短くて長くなった。 

Ｈ生は、粒軽石でしっか

り育った。 

２回目の

方法 

１回目と同じ育成環境

にして、日光に当てる時

間を４日間にする。 

水やりを毎日して、水が

保てるように粒軽石を

底に敷く。 

日光に当てるのを、３日

間にする。 

粒軽石を使い、水やりを

毎日して、４日間日光に

当てる。 

表表表表４４４４    友友友友とのとのとのとの情報交換情報交換情報交換情報交換    
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７７７７    評価計画評価計画評価計画評価計画    

観点 
「おおむね満足できる」 

状況（Ｂ） 

「努力を要する」状況（C） 

と判断した生徒への手だて 
評価場面 評価方法 

関心 

・ 

意欲 

・ 

態度 

ア栽培する作物に即して、習

得した栽培技術を生かして

作物の栽培に取り組もうと

している。 

イ栽培計画にそって、作物の

栽培に進んで取り組もうと

している。 

生活の中で作物がどのように栽

培されているかを具体例で提示

し、今までの栽培で習得したこと

を生かして考えるように促す。 

栽培で必要なこと 

を考える場面 

 （第４時④） 

 

観察 

ワークシート 

アアアア自分自分自分自分のののの目的通目的通目的通目的通りにりにりにりに栽培栽培栽培栽培してしてしてして

いくためにいくためにいくためにいくために、、、、育成環境育成環境育成環境育成環境をどをどをどをど

のようにするのかのようにするのかのようにするのかのようにするのか考考考考えてえてえてえて、、、、

栽培計画栽培計画栽培計画栽培計画をををを立立立立てるてるてるてる。。。。    

参考参考参考参考にできるにできるにできるにできる友友友友をををを紹介紹介紹介紹介しししし、、、、友友友友のののの

アドバイスアドバイスアドバイスアドバイスをををを参考参考参考参考にににに考考考考えるようえるようえるようえるよう

にににに促促促促すすすす。。。。    

栽培計画栽培計画栽培計画栽培計画をををを立立立立てるてるてるてる    

場面場面場面場面    （（（（第第第第５５５５時時時時⑤⑤⑤⑤））））    

観察観察観察観察    

ワークシーワークシーワークシーワークシートトトト

作物作物作物作物    創創創創    

意意意意    

・・・・    

工工工工    

夫夫夫夫 

イ他の作物の適切な育成環境

を生かして、栽培する作物

の育成環境をどのようにす

るとよいのか考えることが

できる。 

複数の作物の適切な育成環境を

提示し、共通している育成環境か

ら推測して考えるように助言す

る。 

栽培の結果を考察 

する場面 

（第７時⑦） 

ワークシート 

作物 

技能 

ア作物の栽培に適する育成

環境を整えることができる｡ 

イ作物に即した栽培計画を立

て、それにそって作物の栽

培ができる。 

考えた栽培計画をもとに、用具を

使って具体的にどのように栽培

していけばよいかを共に考える。 

栽培を行う場面 

（第３時③） 

（第６時⑥） 

観察 

ワークシート 

作物 

知識 

・ 

理解 

ア作物の栽培に適する育成環

境について理解する。 

イスプラウト栽培から露地栽

培に生かせる育成環境がわ

かる。 

作物の実物や写真など、視覚的に

生長の様子がわかる教材を提示

し、育成環境が生長に及ぼす影響

について考えるように促す。 

栽培技術について 

考える場面 

  （第１、２時①） 

栽培のまとめをす

る場面 

   （第８、９時⑨） 

観察 

ワークシート 

    

８８８８    展開展開展開展開のののの大要大要大要大要 

 生物育成領域 １年９時間 ２年４時間 計 13 時間 

〔活動〕 

 

 

 

 

〔つける力〕 

・栽培と生活とのかかわりについて、考え

ることができる。 

・自分の目的通りに栽培していく栽培計画 

を立てることができる。 

・栽培計画にそって栽培していくことがで 

きる。 

 

 

 

・スプラウト栽培で習得した知識や経験を 

生かして、露地栽培作物に適した育成環 

境を考えることができる。 

・自分の目的通りに作物を栽培できる。 

・栽培技術の活用について考えることがで 

きる。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

○題材名：スプラウトから始めよう(９時間)・１年 

 ・自分の目的通りに栽培していくための栽培計画を立てる。 

 ・栽培計画にそって、スプラウトを栽培する。 

・スプラウトと露地栽培や生活とのかかわりを考える。 

・作物の生育と土、肥料とのかかわりを考える。 

○題材名：地域や季節にあった作物の栽培をしよう(４時間)・２年 

・地域の育成環境について調べる。 

・自分が選んだ露地栽培作物の栽培計画を立てる。 

・手入れの方法を確認し、それらとスプラウト栽培で習得した知

識や経験を活用して、プランターや家で露地栽培作物を栽培す

る。 

・栽培についてのまとめをする。 
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９９９９        題材題材題材題材展開展開展開展開                        

学習問題 予想される生徒の反応 ・指導 ◎評価 時間 

①栽培技術や

スプラウト

について調

べよう。 

・いろいろな作物が栽培されている。 

・栽培技術はたくさんある。 

・スプラウトには、豊富な栄養素が含

まれていて、とても体によい。 

・植物の発芽には、水と酸素と適度な

温度が必要ということは知っている。

それは栽培に生かせそうだ。 

・スプラウトを栽培してみたい。 

・身近な作物について振り返る。 

・作物の生育と基本的な栽培技術について調べる。 

・市販のスプラウトを提示することでスプラウトと

は何かがわかり、どのように栽培すればよいのか

関心をもてるようにする。      

・発芽条件を満たさない三つの種を提示し、既習の

発芽に必要な育成環境を想起できるようにする。 

◎栽培技術を知り、スプラウトについてわかる。          

２ 

②スプラウト

栽培の目的

をもち、栽

培方法を考

えよう。 

 

・スプラウトであるかいわれ大根をサ

ラダとして生で食べたい。おいしそ

うになるように葉の色はきれいな緑

にしたい。 

 

 

・栽培方法がよくわからないので、ま

ずみんなで栽培し、友と育成環境を

変えて比べたい。 

・家庭分野の学習を参考にしながら、利用方法を決

め、そのためにどのように生長させるとよいか目

的を考え、「栽培目的カード」に記入するように促

す。  

 

 

・スプラウトの中で身近で利用方法が多く、味にく

せのないかいわれ大根を紹介する。 

・必要な用具を示し、栽培方法を考えるように促す。 

③適切な育成

環境を予想

して、１回

目の栽培を

しよう。 

 

・育成環境の項目は、水やり頻度・底

に敷くもの・日光に当てる時間・肥

料だ。 

・「育成環境方法カード」を作成しよう。 

・粒軽石を使って、肥料はやめ、種が

沈まない程度に水を入れ、初めは日

光が当たらない場所に置こう。    

・育成環境について話し合い、項目ごとに色の異な

る「育成環境方法カード」を用意し、育成環境を

一つずつ記入するように促す。 

・用具を準備し、種をまき、栽培するように促す。 

◎カップ・脱脂綿・粒軽石など栽培に必要な用具を

使って栽培の準備をし、種をまく。 

１ 

④スプラウト

を観察し、

２回目のス

プラウト栽

培で必要な

ことを考え

よう。 

・１回目は、自分の目的通りに生長し

なかった。どの育成環境が原因だろ

うか。1 回目の栽培を生かしたい。 

・自分の目的通りに栽培するには、栽

培計画を立てる必要がある。 

 

 

・栽培したかいわれ大根を観察し、目的通りに生長

したのか考えるように促す。 

 

◎栽培したスプラウトを見て、考察し、栽培計画を

立てることが必要であることがわかる。     
１ 

⑤自分の目的

通りに栽培

できるよう

栽培計画を

立てよう。 

・自分と友のスプラウトや「育成環境

方法カード」を比較して、自分の目

的通りに栽培していくための育成環

境を考えられた。それをもとに栽培

計画を立てることができた。 

・「育成環境方法カード」をもとに友と情報交換をし

て、自分の目的通りに栽培していくために育成環

境をどのようにするのか考えるように促す。 

◎自分の目的通りに栽培していくために育成環境を

どのようにするのか考えて、栽培計画を立てる。              

 

１ 

 

 

⑥栽培計画に

そって栽培

しよう。 

・栽培計画にそって、１回目よりも自

分の目的通りになるように栽培して

いこう。 

・用具をそろえたり、水を入れたりして栽培計画に

そって栽培の準備をするように促す。 

◎生長の様子を観察し、ワークシートに記入する。 

１ 

⑦栽培の結果

を考察しよ

う。 

・育成環境をどのようにするとよいの

か考えて栽培計画を立てたので、自

分の目的通りに栽培できた。育成環

境をどのようにするのか考えて、栽

培計画を立てることは大切だ。 

・育成環境を整えることの大切さに気づけるように

１回目の結果と比較するように促す。 

◎自分の目的通りのスプラウトに栽培できたのか観

察し、育成環境との関連を「育成環境方法カード」

を使ってまとめる。    

 

 

１ 

⑧栽培したス

プラウトを

利用しよう。 

・栄養素が損なわれないように、水に

つけすぎないで調理しよう。 

・無農薬なので、安全に食べられる。 

・目的通りに利用できたのか確認する。 

◎スプラウトをどのように利用したのか、互いに発

表し、栽培したものを生かす喜びを味わう。       

 

⑨生活と栽培

の関係をま

とめ、春の

栽培計画を

立てよう。 

・作物を栽培することは難しいと思っ

ていたが、育成環境をどのようにす

ればよいか考えて栽培計画を立てる

と、自分の目的通りに栽培できる。 

・作物と共通する育成環境がある。 

・スプラウトだけではなく、今回わか

ったことを生かし、春野菜の栽培計

画を立てよう。 

・土作りは水はけをよくし、水を毎日

与え、日光が当たるようにしよう。 

・身の回りにある作物の写真を提示して、栽培記録

を振り返るようにすることで、スプラウト栽培と

の共通点を考え、適切な育成環境で栽培すること

の大切さを確認できるようにする。            

・来年の４月から栽培する露地栽培作物を何にする

か選び、自分の目的を決め、自分の目的通りに栽

培するために必要なことは何かを問う。 

◎これから栽培とどのようにかかわろうとしていく

か考えるとともに、春野菜の育成環境をどのよう

にするのか考えて栽培計画を立てる。 

２ 

【

本

時

】

（

総

合

） 

題材の目標：自分の目的通りに、スプラウトを栽培しよう。 

学習問題：スプラウトを自分の目的通りに栽培するには、どのような栽培計画を立てる

とよいのだろうか。 
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10101010        本時案本時案本時案本時案    

 

（（（（1111））））本時本時本時本時のののの位置位置位置位置（（（（全全全全９９９９時間中第時間中第時間中第時間中第５５５５時時時時））））    

【前時】スプラウトを観察し、２回目のスプラウト栽培に向けて栽培計画を立てる必要性がわ

かった。 

 

【次時】栽培計画にそって２回目のスプラウトを栽培する。 

 

（（（（2222））））主眼主眼主眼主眼（（（（目標目標目標目標））））    

２回目のスプラウトの栽培計画を考える場面で、生長の差に着目して、１回目に栽培したス

プラウトや「育成環境方法カード」を見比べながら、適した育成環境を考えることを通して、

自分の目的通りに栽培していくための栽培計画を立てることができる。  

（目標：自分の目的通りに栽培していくために育成環境をどのようにするのか考えて、栽培計 

画を立てる。） 

    

（（（（3333））））本時本時本時本時のののの学学学学びびびび合合合合いいいい    

互いのスプラウトや「育成環境方法カード」を比較する場面で、項目化した育成環境の中で

違いを見つけるとよいという生徒の意見を全体に広める。生徒は自分の目的に近いスプラウト

を相関図をもとに探し、どのように栽培したのか友に問い、自分の目的通りに栽培していくた

めに育成環境をどのようにするとよいのかについて話し合う。 

    

（（（（4444））））本時本時本時本時のののの見見見見とどけとどけとどけとどけ    

    見とどけの場面では、本時の学習課題が達成できたのかを問い、達成できた理由、またはで

きなかった理由をワークシートに記入するように促す。生徒は、自分の目的通りに栽培してい

くために育成環境をどのようにするのか考えれば、栽培計画が立てられ、自分の目的通りに栽

培することにつながることがわかる。    

    

（（（（5555））））実証実証実証実証のののの観点観点観点観点    

１回目に栽培したスプラウトや育成環境を項目化した「育成環境方法カード」を友と比較し

て、自分の目的通りに栽培していくために育成環境をどのようにするのか考える活動を位置付

けたことは、自分の目的通りに栽培していくための栽培計画を立てることに有効であったか。    

    

（（（（6666））））指導上指導上指導上指導上のののの留意点留意点留意点留意点    

適切な育成環境は、それぞれの目的通りに栽培していくための育成環境なので、一つではな

く目的によって違うことを確認する。    
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（（（（7777））））展開展開展開展開    

段 

階 
学習活動 予想される生徒の反応 指導・援助 評価 

時 

間 
備考 

 

 

 

 

 

課 

 

題 

 

把 

 

握 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

究 

 

明 

 

・ 

 

実 

 

践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

／ 

 

整 

理 

発 

展 

１ 本時の

学習課題

を設定す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 育成環

境をどの

ようにす

るのか考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 栽培計

画を立て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習を

振り返り、

次時への

願いをも

つ。 

 

 

 

・ 1 回目の栽培では、自分の目的通りに栽培

できなかった。サラダに入れて食べるので、

丈はあまり長くなくてもよいが、葉の色を濃

すぎない緑になるように栽培計画を立てた

い。 

・ 育成環境をどのようにするとよいのか考え

ることで、栽培計画が立てられそうだ。 

・ Ｙさんは、色は緑でなくても長ければよい

という目的なので自分の育成環境とは違う。

・友のスプラウトには自分の目的と近いものが

ありそうだ。スプラウトや「育成環境方法カ

ード」を自分のものと比較すればよさそうだ。

 

 

 

・ 目的は同じでもＮ君のスプラウトは、自分

のスプラウトより、きれいな緑色になってい

る。育成環境が違うと生育結果は変わるとい

うことがわかる。 

・ 班の友だけでは、育成環境をどのようにす

ればよいかわからないから、違う班の友のス

プラウトや「育成環境方法カード」を見たい。

でも、たくさんあるので、誰の所に行けばよ

いかを決めてから行きたい。 

・ 相関図を見るとＨさんは、自分の目的に近

い栽培をしたようだ。Ｈさんの所に行こう。

・ Ｈさんは、自分の育成環境と共通している

ことが多いが、日光に当てる時間が違う。日

光に当てる時間が４日間なので、本当に４日

間でよいか他の友のものを見て確かめたい。

・ 葉を緑色にするためには、日光に当てる時

間が長い方がよいが、その分丈は短くなる。

・ 底に敷くものは、粒軽石にした方が根がは

れるので丈を長くするのによい。 

・ 自分の目的通りに栽培していくのに育成環

境をどのようにするとよいのかわかった。 

・ 日光を当てる時間は、１日でも違えば生育

結果が変わってしまう。栽培計画をきちんと

立てる必要がある。Ｈさんの育成環境がとて

も参考になった。 

・ 肥料は直接食べることになるのでやめよう。

・ １回目の栽培でわかったことも取り入れて

いこう。 

・ 水を腐らせないために、毎日水を霧吹きで

少し与える。日光を４日間当てる。粒軽石を

底に敷く栽培計画にしよう。 

・ 育成環境が違うと、生長に違いがでる。育

成環境をどのようにするとよいのか考えたか

ら、栽培計画を立てることができた。だから

学習課題は達成できた。 

・ ２回目の栽培計画が立てられたから、計画

にそって栽培していきたい。 

・ サラダに入れられるように、栽培計画にそ

って栽培していこう。 

 

 

 

・前時に設定した学習問題を確認する。 

・自分の目的を発表する生徒の発言から、

自分の栽培の目的を確認するように促

す。 

 

・栽培計画を立てるのに必要なことは何か

を考えるように促す。 

・育成環境は、全員同じになるのかと問い、

目的により違うことを確認する。 

・生徒の反応をとりあげて学習課題を設定

する。 

・ワークシートを配布する。 

 

 

 

・自分のスプラウトと班の友のスプラウト

を比較し、生長の差と育成環境の関連を

考えるように促す。 

 

・相関図に１回目に栽培した自分のスプラ

ウトを位置付け、誰のスプラウトを見に

行けばよいか考えるように促す。 

・友のスプラウトと「育成環境方法カード」

を見て、情報交換し、自分の目的通りに

栽培していくために育成環境をどのよう

にするのか考えるように促す。 

・自分が考えた方法でよいか確かめたい場

合は、どの項目に着目するかを決め、前

時配布した座席表を見て友のスプラウト

を比較し、考えるように促す。 

・ワークシートの欄１に情報交換によって

わかった、自分の目的通りに栽培してい

くために育成環境をどのようにするのか

を記入し、発表するように促す。 

・育成環境とスプラウトの成長の関係を板

書で整理し、まとめる。 

・考えた育成環境をもとに、ワークシート

に栽培計画を記入するように促す。 

育成環境をどのようにするとよいのか

考え、栽培計画を立てている。 

(ワークシート) 

・栽培計画を立てられないでいる生徒には、

参考にできる友を紹介し、友のアドバイ

スをもとに考えるように促す。 

・班で互いの栽培計画を見合うように促す。 

・栽培計画を立てられた生徒に発表を促す。 

・本時の学習課題が達成できたかについて、

理由とともにワークシートに記入するよ 

うに促す。 

・育成環境をどのようにするとよいのか考

えることの大切さに気づけた生徒に発言

を促す。 

・次時への願いを問う。 

７ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

分 

フラッシ

ュカード 

１回目に

栽培した

スプラウ

ト 

栽培目的

カード 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

相関図 

「育成環

境方法カ

ード」 

育成環境

が記入さ

れている

座席表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシ

ート 

 

学習問題：スプラウトを自分の目的通りに栽培するには、どのような栽培計画を立てる

とよいのだろうか。 

学習課題：自分と友のスプラウトや「育成環境方法カード」を比べ、育成環境をど

のようにするのか考えて栽培計画を立てよう。 

 



― 筑摩野中 11 ― 

（（（（8888））））座席表座席表座席表座席表                                                                                                                    1 年３組（36名） 

 

 

 

 

 

 

     

宮澤  諒 

 

 

 

 

 

 

 

溝口 裕介 

 

花房 誠人 

 

笹谷 勇人 

 

黑岩 朋輝 

 

新井 早季 

 

村西 佑斗 

 

 

 

 

 

 

 

 

前山 瑞季 

 

冨取 真奈 

 

土屋  脩 

 

一ノ瀬綾乃 

 

伊藤 良行 

 

山地 満月 

 

 

 

 

 

 

 

宮川 拓也 

 

廣瀬 久志 

 

北村  舞 

 

小林 優貴 

 

新井ゆき乃 

 

吉澤  希 

 

 

 

 

 

 

 

正岡 瑞希 

 

中島 梨嵯 

 

西田 光輝 

 

春日紗矢子 

 

大下  鎌 

 

芳川 晴菜 

 

 

 

 

 

 

 

宮川 達也 

 

松島 有希 

 

鈴木 夏実 

 

斉藤 蓮弥 

 

石川 茉子 

 

黄  凱文 

 

 

 

 

 

 

 

森川 未来 

 

藤澤 汐里 

 

西牧 大輔 

 

北野 美鈴 

 

大和 優斗 

 

黒   板 
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１１ 資料 

１ 全校研究テーマ 

 

 

２ 研究テーマ設定の理由 

   本校では、学校目標を「深く考え、逞しく生きる」と掲げ、以下の四つの生徒の姿を願い、教

育実践を行っている。 

  ① 心身ともに健康で、思いやりのある生徒。 

② 実践力と責任感をもち、最後までやり抜く生徒。 

③ 真剣に勉学に励み、ともに高めあう生徒。 

④ 母校を愛し、母校を誇りにする生徒。 

生徒は、自分を高めようと生活面の充実を図り、生徒会活動、部活動等に意欲的に取り組んで

いる。学習面では、各教科・領域において基礎的・基本的な知識・技能を身につけようと落ち着

いて授業を受けるなどまじめに取り組むことができ、提出ノートを欠かさず提出しようとするな

ど、個人の課題をきちんとやろうと考えている生徒は多い。 

しかし、授業において自分の意見を進んで発表したり、友の考えを聞いて自分の考えをさらに

深めようとしたりする姿はあまり多く見られない。これは、今まで授業の中で友の考えや姿にふ

れることの有効性を感じることが少なかったり、知識や技能を習得することだけが学ぶことであ

るととらえていたりするためではないかと思われる。また、話し合う場や発表し合う場等生徒が

互いにかかわって高め合える場を私たち教師が設定してこなかったことにも原因がある。友との

学び合いを通して、自分の力を高め、その高まりを感じてほしい。そして、そのことによって学

習することの喜びを知り、学習に対する意欲を高めてほしいと願う。 

そこで生徒一人一人が「自分の力の高まりを感じられる」一時間一時間の授業のあり方につい

て研究を進めていきたいと考える。 

・研究テーマのとらえと重点 

「自分の力の高まりを感じられる」とは、終末の場面において生徒自身が授業前の自分と比較

し、授業によってわかったこと、できるようになったことがあると明確に感じられることと考え

る。なお、講義型の授業で教師から教えられて力が高まることもあるが、友との学び合いの中で

生まれる高まりを大切にしたい。そこで、具体的に特に力を入れたいこととして重点を二つ決め

だした。 

重点１ つける力を明確にした授業づくり 

教師は本時において、生徒がつける力は何であるのかを明確にして授業に臨む。生徒は学習課

題を把握し、追究していく。そして、終末の場面において学習課題達成とかかわらせて、自分の

力が高まったのかを考察する。 

 

重点２ 友とかかわりながら追究する場を位置づけた授業づくり 

教師は友との学び合いがある授業になるように、グループ学習を設定することだけにとらわれ

ず、学習形態の工夫や全体の場においての生徒の発言を全体追究に生かす工夫をする。生徒は、

自分の考えを大切にしながらも、友の考えや姿にふれることでより追究を深めていく。そして、

終末の場面において友とのかかわりについて振り返り、その有効性を感じる。 

自分の力の高まりを感じられる授業の創造   ― １年次 ― 
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学校教育目標学校教育目標学校教育目標学校教育目標    

深深深深くくくく考考考考ええええ逞逞逞逞しくしくしくしく生生生生きるきるきるきる生徒生徒生徒生徒 
―思学・剛健の精神― 

学校経営方針学校経営方針学校経営方針学校経営方針    四つの心 
○豊かな心   (徳)  

○逞しく生きる (体) 

○希望に生きる (意) 

○まことを求める(知) 

地域地域地域地域・・・・保護者保護者保護者保護者のののの願願願願いいいい    
○中学生として節度ある言動がで

きる生徒の育ち 

○学力の向上 

○いじめがなく、生徒が安心して

通える学校 

連連連連    携携携携    
○ＰＴＡとの連携…教育ボランテ

イア、あかしあ会（いじめ・不

登校等対策委員会） 

○地域との連携…学校評議員会、

学校公開週間、職業体験学習 

○教育機関・諸機関との連携  

特別支援教育指導特別支援教育指導特別支援教育指導特別支援教育指導のののの重点重点重点重点    
①原学級の各行事にクラスの一

員として参加する。 

②「あたりまえ～」を毎日の学校

生活で意識して行動する。 

③体験的な活動を行うことを通

して、人との関わりを広げる。

全校研究全校研究全校研究全校研究テーマテーマテーマテーマ    
自分の力の高まりを感じられ

る授業の創造 

本年度本年度本年度本年度のののの研究研究研究研究のののの重点重点重点重点    
１つける力を明確にした授業づくり 
・毎時間、学習課題の提示。 
・生徒の姿が授業後にどのようにな

ることがよいのかを明確にして授

業に臨む。 
・生徒がわかったこと、できたこと

に対して、生徒にわかるように評

価する。 
・授業終末における、振り返りの観

点を明確にする。 

２友とかかわりながら追究する場を

位置づけた授業づくり 
・生徒同士のかかわりがある授業に

する。そのために「聴くこと」、「話

すこと」を大切にする。 
・「話すこと」の向上のために、発 

言する場合は必ず立ち、後ろまで

聞こえるような大きさで、はっき

り話すように促す。 

生徒生徒生徒生徒のののの実態実態実態実態    
よい面：自分がやるべきことが明確で 

    あれば、しっかり取り組もう 

    とする。 

伸ばしたい面：友と協力し、互いに高 

       め合おうとする姿。 

学校自己評価学校自己評価学校自己評価学校自己評価    
○生徒による授業評価 

○職員による授業評価 

○保護者・地域の方による学校評価  

 …全保護者アンケート、授業参観や

  学校公開時のアンケート等 

○学校評議員会 

校内研修校内研修校内研修校内研修    
○全職員の公開授業…一人一公開

(見合う)授業、年２回の研究部会 

○公開授業… 

・英語科教育課程授業研究会 

 ・技術・家庭科中信研究大会 

 ・道徳県大会前年度研究会 

○職員研修…生徒理解を中心に外 

 部講師・機関との連携を図る。 

 

願願願願うううう生徒生徒生徒生徒のののの姿姿姿姿    
①心身ともに健康で、思いやりのある生徒 
②実践力と責任感をもち、最後までやり抜 

く生徒 
③真剣に勉学に励み、ともに高めあう生徒 
④母校を愛し、母校を誇りにする生徒    

道徳教育指導道徳教育指導道徳教育指導道徳教育指導のののの重点重点重点重点    
○「あたりまえだけど大切なこと」

を大切にし、道徳の授業を充実

させ、道徳的実践力を育成する。

特別活動指導特別活動指導特別活動指導特別活動指導のののの重点重点重点重点    
○集団の一員としての望ましい資

質･能力･態度を育て、自分の生

き方を考えられるようにする。 

人権教育指導人権教育指導人権教育指導人権教育指導のののの重点重点重点重点    
①豊かな人権感覚の育成。 

②自己を見つめることができる場

を生みだす。 

③自尊感情の向上を図る。 

生徒会活動生徒会活動生徒会活動生徒会活動のののの重点重点重点重点    
テーマ「輝 ～魅せろ筑中魂!～」 

○自主自律の精神を養う。 

生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導のののの重点重点重点重点    
①善悪の正しい判断。 

②さわやかなあいさつと会釈。 

③礼儀正しさ（マナー、モラル）。

④相手の気持ち立場を考えた言動 

進路指導進路指導進路指導進路指導のののの重点重点重点重点    
○自己理解と自己実現 

保健保健保健保健教育教育教育教育のののの重点重点重点重点    
○自らの健康状態を知り、自らの

力で健康の保持増進ができる。 

部活動部活動部活動部活動のののの重点重点重点重点    
○生徒による文化的、体育的、奉

仕的、生産的な活動を行う。 

あたりまえだけどあたりまえだけどあたりまえだけどあたりまえだけど大切大切大切大切なことなことなことなこと

５５５５ヶヶヶヶ条条条条    Ｈ18 全校生徒職員で決めた    
１､あいさつを大きな声でしっか

りしよう 

２､友達を大切にしよう 

３､ルールを守ろう 

４､時間を守ろう 

５､授業に集中しよう 

願願願願うううう姿姿姿姿にににに向向向向けてのけてのけてのけての重点重点重点重点    
中期目標中期目標中期目標中期目標：誇りのもてる筑中にする 

重点目標重点目標重点目標重点目標： 

・爽やかな挨拶が響く筑中 

・無言で気を働かせて清掃に取り組む

筑中 

・黙って聴き、進んで伝え合える筑中 

教科指導教科指導教科指導教科指導のののの重点重点重点重点 
国語科国語科国語科国語科…読みの視点を大切にし  

 ながら、巧みな表現を読み味  

 わう国語学習のあり方 
社会科社会科社会科社会科…一人一人が課題をも 
 ち、自分の力で調査・追究し   

 ていくことができる生徒を育 

 成するための指導のあり方 
数学科数学科数学科数学科…友や既習内容とのつな 

 がりを意識しながら粘り強く 

 学習し、数理のよさを実感で 
 きる指導のあり方 
理理理理    科科科科…生徒一人一人が課題を 
 もとに、主体的に事象に関わ 
 り、考察を深めるための指導 
 のあり方 
音楽科音楽科音楽科音楽科…思いを込めて表現する 
 力を高めていく指導のあり方 
美術科美術科美術科美術科…自分の思いを豊かに表 
 現できる美術学習のあり方 
保保保保体科体科体科体科…主体的に運動に取り組 
 み、仲間とともに技能を伸ば 
 し、楽しさを味わえるグルー 
 プ学習のあり方 
技技技技････家科家科家科家科…見通しをもって課題

を追究することで、知識･技能

を習得していく指導のあり方 
英語科英語科英語科英語科…伝えたいことを相手に

正しく伝わるように話す力を

高めていく指導のあり方    

総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習のののの時間時間時間時間のののの重点重点重点重点    
○自ら課題を見つけ、自ら学び、 
 自ら考える。 
○主体的・創造的な取り組み。 
○自己の生き方を考える。 
○全校集会で講師の方から学ぶ

「先人に学ぶ」の充実。 


